
片側手すり
蹴上げ：22cm以下
踏面 ：21cm以上

【背景】
近年、既存の住宅をグループホームやシェアハウス、旅館等に用途変更するニーズが増加しているが、階段の基準が異なる
ため、新たな用途の基準に適合させようとすると、大規模な改修が必要となる場合もある。
【改正内容】
両側手すり、滑り止めの追加の安全措置を施した場合、階段の寸法基準を合理化する。

階段基準の合理化（平成26年国土交通省告示第709号の改正）

寄宿舎等に用途変更
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中学校、劇場等

上記の用途で直上階の居室の面積が200㎡超の階

寄宿舎等（ホテル、店舗、事務所等）
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両側手すり、滑り止め
蹴上げ：23cm以下
踏面 ：19cm以上

寄宿舎等の合理化基準

幅75cm以上
けあげ23cm以下
踏面15cm以上

幅75cm以上
けあげ22cm以下
踏面21cm以上
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踏面24cm以上
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踏面26cm以上
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幅75cm以上
けあげ23cm以下
踏面19cm以上

片側手すり
蹴上げ：23cm以下
踏面 ：15cm以上

寄宿舎等の現行基準住宅の基準
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小学校の階段寸法の
合理化（H26告示制定）

＋ ＋
寄宿舎等の階段寸法の
合理化（H29告示改正）
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両側手すり、滑り止め

階段基準の概要
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けあげ18cm以

下
踏面26cm以上
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